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Ⅴ．特記事項 

1. 大学間連携 

 本学は、共立女子大学・共立女子短期大学、東京家政学院大学、二松学舎大学、法政大

学と平成 30(2018)年４月１日付で包括協定書を締結し「千代田区内近接大学の高等教育連

携強化コンソーシアム」を設立し、各大学が有する人的、物的資源を共有・有効活用し、

単位互換を含む教育・研究活動や社会・地域連携事業を推進している。なお、同コンソー

シアムは、平成 30(2018)年度及び令和元(2019)年度、私立大学等改革総合支援事業「地域

社会への貢献」プラットフォーム型の対象事業に採択されている。 

本学は外国の大学、特に英国オックスフォード大学とも密接な連携を図っている。同大

学との間では長期留学プログラムを実施しており毎年若干名の学生を送り出している。ま

た、同大学からのインターン学生の受け入れも行っている。令和元(2019)年にはそのプロ

グラム内容が高く評価され、Gold Standard Internship Host Award を同大より受賞した。

平成 26(2014)年には同大同カレッジの女子学生受け入れ 40 年目、また本学創設者大妻コ

タカ生誕 130 年目という両大学の節目の年を記念して、同大同カレッジ内に「コタカ・ル

ーム」を設置し、平成 29(2017)年には、本学と同大学との友好のしるしとして、本学内に

「ハートフォード・ルーム」を設置した。さらに、同大教育学部で開発された EMI(English 

as a Medium Instruction）教授法を平成 28(2016)年より平成 30(2018)年まで、同大より

講師を招き研修授業を教員向けに実施した。また令和元(2019)年に、同コンソーシアムの

５大学より教授陣を対象とする研修授業がオックスフォード EMI 講師により、本学内の「ハ

ートフォード・ルーム」で実施され好評につき令和３(2021)年も実施予定である。 

2. 企業連携 

本学では、連携・協力に関する包括協定を結んでいる企業（東京ステーションホテル・ 

JAL スカイ・文化放送）の協力を得て、夏季集中講義「地域文化理解Ⅰ」を開講している。 

各企業から招いた専門講師による講義を通して、座学講義・グループワーク・現地での実 

態見学（フィールドワーク）により、世界から評価される日本の“おもてなし”の本質を 

理解し、自ら実践できる基礎作りを目的とした授業を展開している。 

令和２(2020)年はコロナ禍の中での対面集中講義となったが、単位互換の協定校である 

京都女子大学の参加学生や本学学生からは、大学生としての学びに出会えたとの好意的な

意見が寄せられている。 

3. 地域連携 

 接続可能な共生社会の実現への貢献を使命としている本学は、地域連携推進センターを

設置して地域住民や国内外の企業及び行政や教育機関等との協働活動を展開している。 

センターでは、地域を活性化する活動に学生を参加させ、教育機能を併せ持つ連携活動

を促進するための「地域連携プロジェクト事業」や本学の教育と研究成果を地域に還元す

る「地域貢献プロジェクト事業」を実施し、学内公募により運営費の一部を助成している。 

また、千代田区が毎年開催する「千代田のさくらまつり」の一環として、本学も「大妻

さくらフェスティバル」を主催し、千代田区と区内大学の共同事業である「千代田学」の

事業報告や九段小学校・駐日英国大使館等の地域諸団体の文化活動の発表の場を提供して

いる。  


